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平成２８年６月定例会一般質問表 
 

                            ６．９、１０、１３                           

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 
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私は南陽市に住んで良かった、行ってみたいと思えるよう

な誇りある南陽市をめざして※ロハスシティー南陽を唱え、

一般質問を通し政策的な提案をしています。以下のことにつ

いて、市長にお伺いします。 

 
※ロハス:Lifestyles of Health and Sustainability 頭文字をとっ

た略語で、健康と環境、持続可能な社会生活を心がける生活ス

タイル「LOHAS」ロハスのこと。 

 

１．バリアフリーの推進について 

障害者差別解消法が本年４月から施行されました。この

法律は、障がいのある人もない人も互いにその人らしさを

認め合いながら、共に生きる社会をつくることを目指して

います。次のことをお伺いします。 

 

（１）本市のバリアフリーと取り組み 

 

① 職員への周知及び指導状況 

 

② 民間事業者等への周知と普及状況 

 

③ 公共施設、市道のバリアフリー調査 

 

（２）南陽スカイパーク日本一バリアフリー宣言 

 

（３）本市のバリアフリー条例の設定 

 

２．地域医療構想について 

山形県では公立病院改革プランの基礎ともなる地域医療

構想策定において素案を作成し、市町村等への説明を近々

行う模様です。この構想は、８月まで行われるパブリック

コメントと市町村・関係機関意見を経て９月の医療審議会

で確定するようです。以下のことについて、市長のお考え

をお伺いします。 

 

（１）本市の構想と公立置賜南陽病院改築計画について 

 

① 病床数 

 

② 診療科目体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

教 育 長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 



 ２ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 
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１．ふるさと納税について 

 

（１）昨年６月定例会でも質問を予定したが当日に個人情報

に関する不祥事等が新聞報道され、急遽質問内容を変更

した経緯があった。その後も自治体間の競争は激化して

おり、総務大臣通知等で規制は加えられているが、今後

も伸びるだろうと言われている。 

  インターネットのポータルサイト「ふるさとチョイ

ス」ではお気に入りランキングトップ１００の中に山形

県は１４自治体がランクインしており、本市はその中の

１４番目ではあるがトップ１００の８４位で大健闘し

ている。それらを考慮し何点か質問する。 

  

① 今年度は担当課を変更し、攻めの姿勢と捉えているが、

今後、更に積極的に取り組むのか、また、目標額などは

あるのか。 

  

② 個人情報に関するセキュリティについて、これも担当

課が変わっての情報管理など万全の態勢はとっておられ

るか。 

  

③ 返礼品は地元産業の活性化にも貢献していると思う。

人気自治体の返礼品はメニューの豊富さや多彩なアイデ

ィアがあり、リピーターも多いとのこと。本市のリピー

ト数はどのくらいか。また、今後に向けたメニューやア

イディアのレベルアップは考えておられるか。 

 

④ 農産物の返礼品、特に果物はその年によって、出来の

良し悪しがあり、予約されている物も多いと思うが、数

量は確保されているのか、品質の確認体制はとられてい

るか。 

 

⑤ 使い道として４項目から選べるが、現在の使い道選択

割合は。また、寄付額が上昇しているが選択肢を広げる

考えはないか。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 
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２．市民バスについて 

   

（１）本市においても高齢化は著しく、高齢者の病院などへ

の足の確保として、市民バス運行が貢献してきた。近年

は乗車人数が減少傾向にあり、利便性の向上を図り利用

しやすい市民バスであるべきと考える。一方、空白地域

の要望もあり、施政方針の柱の一つで述べておられる

「年をとっても安心して暮らせるまち」には不可欠と考

える。それらを踏まえて質問する。 

 

① 空白地域の要望に対してバス運行を含めた交通手段な

ど、今後の対策は考えておられるか。 

 

② 主に西部地区バスについて、利便性向上を図るための

路線変更は可能か。 

 

市  長 

関係課長 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 
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１．国際的に通用する人材の育成 

 

（１）南陽市の将来を担う子供（生徒）たちを育成するため

には、マニュアルや固定観念にとらわれないカリキュラ

ムこそが必要だと考えます。 

   例えば、南陽市在住の会社員のなかには現在でも出

張、出向、転勤などで海外に赴任するケースが年々増加

しており、また企業の再編や国際化により外資系の企業

に勤務する可能性も近年格段に増加している現状であ

ります。 

   企業の誘致を行い雇用の安定化を図るためにも、国際

的に通用する優秀な人材の育成は必要不可欠であり、今

後の南陽市の発展にとって礎になるべきことだと考え

ますが、画一的な指導要綱に沿って行う教育のみでは、

真に特色のある優秀な人材を育成することは難しいよ

うに思います。 

   そこで、南陽市に有望な特色のある人材を育成するた

めの具体的取り組みに関してお伺いいたします。 

 

① とかく日本人はディベート力が弱いと言われるが、今

後国際的に通用する人材を育成するために、ディベート

教育を強化できないか。 

 

 ② 南陽市独自の国際教育を行えないか。 

 

２．不登校の問題について 

 

（１）全国的には児童、生徒のいじめによる自殺などがいま

だに社会問題化しています。幸い市内小中学校ではその

ような重大事案は発生しておらず、これは本市学校教育

関係者の方々による適切な指導の賜物と考えます。 

   しかし、例えば労働災害におけるハインリッヒの法則

では、１の重大事故の陰には２９の軽微な事故があり、

その陰には３００の異常があると言われます。 

   現在、本市では重大事故につながるような異常がない

ことをねがうばかりですが、全国的な問題としてこの問

題を考えた時に、潜在的な可能性は否定できず、いつ何

時不幸な出来事が起こってしまうか誰にも予測できな

いのが現状だと考えます。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 
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   以上の状況を踏まえ、具体的な取り組みに関してお伺

いいたします。 

 

 ① 現在本市では小中学校の不登校児（生徒）数を把握し

ているのか。 

 

 ② 政府統計では不登校の原因と、特に効果があった対策

についての統計が公表されているが、南陽市では同じよ

うな調査は行われ、その数値を把握しているのか。 

 

 ③ 学校だけでの対応には限界があると考えるが、地域な

どとの連携は考えているのか。 

 

３．子供の遊び場について 

 

（１）近年、全国的に子供の生活音（特に遊び声）について、

騒音と捉えられ住民とのトラブルが発生しています。 

子供は地域の宝であり、このようなトラブルは非常に

残念な事だと考えますが、最近子供たちが自由に遊べる

遊び場が少なくなってきていることもあり、既存の公園

でも近隣住民とのトラブルが起きている状況もあるよう

です。 

   また、遊び場として考えられる児童公園などでも、実

際にはボール遊びは危険であるとか、幼児と児童、また

は高齢者との使用に関する軋轢等、トラブルの種は数多

く存在します。 

   以上の状況を踏まえ、具体的内容についてお伺いいた

します。 

 

 ① 各地の公園や広場に、行って良い遊び悪い遊びをイラ

スト等にした看板を設置し、その上で、市指定の遊び場

所の認定を行えないか。 

 

 ② ①で認定した遊び場を、地図上で示した南陽市遊び場

マップなどを作成し、子供たちに配布するなどの広報活

動を行えないか。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 
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１．嘱託職員の待遇改善について 

 

（１）施政運営の基本方針に「子育て支援都市宣言」として、

安心して子どもを産み育てられる環境づくりと「３人っ

子政策」を一段と進めると言われております。この環境

づくりとは、結婚の推進、妊娠、出産、医療費無料化、

保育や教育等に留まらず、雇用と収入の経済的安定が重

要と思います。 

  従来、一部嘱託職員の賃金引下げはあったものの、賃

上げはありませんでした。漸く、この４月に賃金見直し

が行われたことは大いに評価するところです。しかし、

まだまだ改善の必要性があると思いますので、次の点に

ついてお伺い致します。 

  

① 市長は、嘱託職員の待遇についてどのように感じてお

られるかお伺い致します。 

  

② 来年度以降も、最低賃金改定、人事委員会勧告や人事

院勧告等に沿った形で、賃金の見直しを行うのかお伺い

致します。 

  

③ 時間外手当や割増賃金の支給について、どのようにお

考えかお伺い致します。 

  

④ ６０才まで勤務し、本人が希望する場合、年金支給開

始年令まで、継続雇用を可能にする必要があると考えま

すが、どうお考えかお伺い致します。 

 

２．すこやか健康マイレージ事業について 

 

（１）山形県は「健康寿命日本一」を目指し、県民の自発的

な健康づくりを応援する取り組みの一環として、２７年

度から市町村と協働して「やまがた健康マイレージ事

業」を始めました。 

   昨年発表された２０１３年度の医療費は、高齢化や医

療技術の高度化などで初めて４０兆円を超えました。そ

して、高齢者ほど医療費が高い状況が明らかになりまし

た。 
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受付順 質問者 
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   本市では、国民健康保険加入者の特定健康診断やがん

検診率などは概ね２０～３０％台で推移しており、厚生

労働省の目標とする５０％には程遠い状況にあります。 

   健康だからこそ味わえる、当たり前の日常生活を継続

していくためにも、日頃からの心がけが大事であり、そ

の動機づけとしての「すこやか健康マイレージ事業」等

を普及し、効果ある事業にしていく必要があると思いま

す。 

  その観点で、次の点についてお伺い致します。 

 

① ２７年度事業については、目標に対してどのような結

果であったのかお伺い致します。 

  

② ２８年度の事業推進をどのようにしていかれるのかお

伺い致します。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 
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１．無料公衆無線ＬＡＮ（Ｗi-Ｆi）を公共施設に整備する

ことについて 

 

（１）コンビニエンスストアやファミリーレストランなどに

は無料公衆無線ＬＡＮ（Ｗi-Ｆi）が整備されています

が、公共施設においても気軽に利用できるようにすべき

と考えますが、市長の見解を伺います。 

 

（２）市文化会館がオープンし、全国から注目されており、

各種公演では市内外からのお客様が来場します。そのよ

うな状況がますます盛んになっていくことで、観光客

（外国人を含む）や若者の利便性を考え、南陽市を広く

紹介できると思いますが、市長の見解を伺います。 

 

２．東北中央自動車道などの開通に伴う本市への誘客につい 

 て 

 

（１）本市及び赤湯温泉街を確認出来る目印（シンボル）を 

  作る考えや検討等されているのか伺います。 

 

（２）市文化会館において各種の催しや公演がされておりま

すが、県内外からの人の交流があることから、支障の無

い範囲での地場産品である、例えばワインであったり、

季節のくだものであったり、会館外部での販売が可能と

するのか、ＪＡや商工会、また、観光協会を含めて検討

し、多く本市をＰＲすべきと考えますが、見解を伺いま

す。 

 

（３）高速道路建設工事は現在、目に見える状態で進んでお

りますが、河川（吉野川）の護岸、橋梁工事の進捗状態

が芳しくない。かえって遅れていることでの影響はある

と思うが、県への働きかけなどはどうされているのか伺

います。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 
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１．奨学金制度について 

 

（１）市の利用状況と県内の状況は。 

 

（２）県と市町村が連携してスタートさせた山形県若者定着 

  奨学金支援事業（地方創生枠と市町村連携枠）が去る２ 

  月２５日～３月１０日まで募集されましたが、申込状況

は。 

 

（３）奨学金の返済への不安・負担を軽減し、学生が安心し

て学び利用できる奨学金制度にするため、今後の課題と

して。 

 

 ① 給付型奨学金制度の創設。（市独自） 

 

 ② 有利子奨学金を無利子奨学金に「借り換える」制度の

創設。 

 

 ③ 既卒者の奨学金返済の減免制度をつくり、生活が困窮

する場合の救済措置を講ずる制度。 

 

２．就学援助制度について 

 

（１）子育てしていくうえでの大きな問題のひとつは「教育

費の負担が重い」ということです。日本の教育費の公的

支出は、先進国（ＯＥＣＤ加盟国）の中でも５年連続最

下位といわれています。子どもの貧困率は１６．３％（２

０１２年）に達し、先進国３４カ国中、ワースト１０と

いう深刻な事態です。「子どもの貧困対策の推進に関す

る法律」が２０１３年６月に成立しましたが、実効性あ

る施策が乏しく、貧困と格差は拡大しています。就学援

助制度は、教育を受ける権利と義務教育の無償を定めた

憲法第２６条と教育基本法に基づいて、経済的に困難を

かかえる小・中学生のいる家庭に学用品や学校給食費

等々を市町村が援助する制度であります。自治体の努力

で、就学援助を改善したり、奨学金制度を拡充したりす

る例も全国各地で生まれています。現在、南陽市の状況

と実態、県内の状況はどうなっているのか。 
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受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 
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（２）低所得者に対し、実態に見合った就学援助制度の拡充 

  策はどう考えておられるか。 

 

（３）これまでも提案して参りました入学準備金の立て替え 

  をしなくても済むよう、就学援助を入学前の２月～３月

支給することをどのように検討されたのか。 

 

（４）条例制定のお考えは。 
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